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は
じ
め
に

　

一
般
に
現
代
中
国
の
公
定
の
史
書
の
記
述

に
は
問
題
点
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
一
つ
は

政
治
性
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
壮
族
簡
史
』

﹇1980

﹈
で
は
、
民
族
の
族
源
に
始
ま
っ
て
原

始
社
会
・
古
代
社
会
と
い
っ
た
時
代
区
分
、
文

化
芸
術
と
宗
教
信
仰
、
そ
し
て
近
現
代
の
中
国

共
産
党
の
指
導
下
に
お
け
る
人
民
の
革
命
闘
争

へ
と
続
く
定
式
化
さ
れ
た
構
成
を
と
っ
て
い

る
。
王
朝
の
人
民
に
対
す
る
搾
取
に
筆
誅
を
下

し
な
が
ら
も
生
産
力
の
発
展
や
教
育
に
つ
い
て

は
肯
定
的
に
評
価
し
、
他
方
、
宗
教
信
仰
を
と

か
く
「
迷
信
」
視
す
る
な
ど
現
代
の
政
治
的
姿

勢
が
過
去
に
投
影
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
も
う
一

つ
の
問
題
点
は
人
々
の
暮
ら
し
の
実
態
が
見
え

て
こ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
前
期

に
内
部
刊
行
さ
れ
後
に
公
開
出
版
さ
れ
た
『
社

会
歴
史
調
査
報
告
』
の
多
く
は
、
各
少
数
民
族

の
習
俗
の
記
述
が
先
の
「
簡
史
」
に
比
べ
て
多

い
が
、
し
か
し
経
済
構
造
・
階
級
関
係
の
記
述

が
中
心
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
改
革
開
放
以
降

に
、
民
族
の
風
俗
習
慣
を
記
述
し
た
著
作
が
増

加
し
た
が
、
そ
れ
で
も
往
々
政
治
性
か
ら
脱
却
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し
切
れ
ず
限
界
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
字
を

表
象
手
段
と
し
て
使
用
す
る
点
で
の
限
界
も

あ
っ
た
。
本
書
は
、
松
岡
正
子
氏
と
李
紹
明
氏

ら
の
四
川
省
民
族
研
究
所
と
が
共
同
研
究
を
行

い
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
人
民
共
和
国
成
立
以

降
、
汶
川
大
地
震
を
経
て
今
日
に
い
た
る
ま
で

の
間
の
チ
ャ
ン（
羌
）族
の
人
々
の
生
活
の
実

態
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
、
写
真
を
中
心
と

し
、
こ
れ
に
詳
細
な
解
説
を
付
け
る
ス
タ
イ
ル

で
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
目
的
と
構
成

　

⑴　

目
的
。
李
紹
明
氏
の
序
文
に
よ
る
と
、

二
〇
〇
八
年
五
月
一
二
日
に
汶
川
大
地
震
が
発

生
し
た
。
こ
の
震
災
に
よ
っ
て
チ
ャ
ン
族
の
総

人
口
三
二
万
人
の
う
ち
一
〇
％
に
あ
た
る
約
三

万
人
が
亡
く
な
り
、
チ
ャ
ン
族
の
集
居
す
る
各

県
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
地
震
前
後
の
姿

を
映
し
出
す
こ
と
で
、
チ
ャ
ン
族
や
そ
の
地
域

の
復
興
と
再
建
に
役
立
て
る
と
い
う
主
旨
が
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
袁
暁
文
氏
の
「
あ
と
が

き
」
に
よ
る
と
、
本
書
は
共
同
研
究
の
成
果
で

あ
り
、
人
類
学
的
手
法
に
よ
っ
て
チ
ャ
ン
族
の

社
会
生
活
を
解
読
し
た
著
作
で
、
一
九
五
〇
年

代
以
来
の
政
治
や
経
済
・
文
化
な
ど
諸
方
面
で

起
き
た
変
化
、
地
震
被
災
後
の
生
産
や
生
活
の

情
況
を
映
し
出
し
た
と
い
う
。
く
わ
え
て
松
岡

氏
の
「
後
記
」
に
よ
る
と
、
人
民
共
和
国
成
立

後
の
六
〇
年
間
の
チ
ャ
ン
族
を
、
約
六
〇
〇
枚

の
記
録
写
真
（
複
数
の
研
究
者
が
異
な
る
時
に

異
な
る
場
所
で
撮
影
し
た
）
と
日
・
中
・
英
の

三
カ
国
語
に
よ
る
解
説
に
よ
っ
て
記
し
た
民
族

誌
で
あ
る
。

　

⑵　

構
成
。
序
文
・
序
章
、
四
つ
の
章
、
終

章
お
よ
び
冒
頭
の
カ
ラ
ー
写
真
、
一
九
三
〇
年

代
の
写
真
、
付
録
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第

一
章
は
、
一
九
五
六
年
か
ら
中
国
科
学
院
民
族

研
究
所
四
川
少
数
民
族
社
会
歴
史
調
査
組
が
民

族
識
別
の
調
査
を
行
っ
た
際
に
撮
影
し
た
も
の

で
あ
る
。
解
説
は
、
四
川
調
査
組
の
一
員
で

あ
っ
た
李
紹
明
氏
の
口
述
を
耿
静
氏
が
ま
と
め

た
。
耿
静
氏
は
概
説
を
も
担
当
し
て
い
る
。

「
大
躍
進
」、
人
民
公
社
の
時
期
の
農
業
・
工

業
・
政
治
生
活
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
、
民

家
、
学
校
教
育
、
服
飾
や
信
仰
に
お
け
る
伝
統

文
化
の
変
化
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
第

二
章
は
「
暮
ら
し
の
姿
」、
一
九
八
〇
年
代
以

降
の
暮
ら
し
の
記
録
で
あ
る
。
村
の
景
観
、
生

業
、
家
屋
と
碉
楼
、
飲
食
、
服
飾
、
家
族
な

ど
の
写
真
か
ら
な
る
。
第
三
章
は
「
暮
ら
し
の

心
」、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
非
物
質
文
化
、

信
仰
や
年
中
行
事
、
婚
礼
と
生
育
、
葬
礼
に
関

す
る
記
録
で
あ
る
。
二
章
・
三
章
の
写
真
は
一

九
八
〇
〜
九
〇
年
代
の
も
の
は
松
岡
氏
が
、
二

〇
〇
〇
年
代
は
中
国
側
が
撮
影
し
た
。
概
説
と

解
説
は
松
岡
氏
が
担
当
し
て
い
る
。
第
四
章

は
、
震
災
後
、
被
害
の
状
況
や
復
興
へ
の
動
き

に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
耿
静
氏
が
概
説
を
付

け
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
九
月
の
も
の
以
外
は

中
国
側
の
撮
影
に
よ
る
。
第
四
章
で
は
地
域
別

の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
一
章
〜
三
章

の
そ
れ
ぞ
れ
の
末
尾
に
荘
学
本
氏
に
よ
る
一
九

三
〇
年
代
の
写
真
が
配
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
内
容
と
そ
れ
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

　

⑴　

一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
の
チ
ャ
ン
族
社
会

　

本
書
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
い
。
第
一
章

で
は
、
農
工
業
の
発
展
、
医
療
衛
生
の
普
及
、

学
校
教
育
の
進
展
、
政
治
活
動
が
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
の
「
簡
史
」
等

に
見
ら
れ
た
方
式
を
踏
襲
す
る
構
成
と
な
っ
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て
い
る
。
石
に
刻
ま
れ
た
紅
軍
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
（1 ‒032

〜036

）
や
人
々
が
多
数
紅
軍
に

参
加
し
支
援
し
た
と
い
う
耿
静
氏
の
解
説
か

ら
「
長
征
」
と
中
国
共
産
党
へ
の
賛
美
と
い
う

政
治
的
な
編
集
姿
勢
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
。
他

方
、
政
策
の
実
態
を
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る

写
真
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
大
躍

進
の
時
期
の
「
大
煉
鋼
鉄
」
の
農
村
で
の
実
態

を
物
語
る
写
真
が
あ
る
。
廃
鉄
（
家
庭
の
鍋
釜

の
類
、1 ‒137

）
を
材
料
に
村
の
鍛
冶
屋
が
使

う
よ
う
な
も
の
を
大
き
く
し
た
よ
う
な
ふ
い

ご
（1 ‒138

）
を
使
用
し
て
鋼
鉄
を
作
る
場
面

が
あ
る
。
こ
の
政
策
に
関
し
て
、
材
木
を
切
り

尽
し
農
業
生
産
を
無
視
し
て
労
働
力
を
動
員

し
た
た
め
「
労
民
傷
財
、
得
不
償
失
」
に
終

わ
っ
た
と
い
う
、
そ
の
失
敗
の
実
態
を
記
し

た
﹇《
当
代
広
西
簡
史
》
編
写
組
編2003

﹈
等

の
文
献
が
あ
る
が
、
写
真
か
ら
一
見
し
て
実
情

が
推
測
さ
れ
る
。
大
躍
進
の
時
期
に
は
、
水
路

建
設
（1 ‒102

）、
土
壌
改
良
（1 ‒100

・101

）

等
に
大
量
の
農
民
が
動
員
さ
れ
て
い
る
。
地
域

に
よ
っ
て
は
十
分
な
測
量
調
査
を
せ
ず
に
工
事

を
急
ぎ
、
ダ
ム
な
ど
の
建
設
事
業
が
失
敗
に
帰

し
た
と
こ
ろ
も
往
々
に
し
て
見
ら
れ
た
﹇《
当

代
広
西
簡
史
》
編
写
組
編2003

﹈
が
、
四
川

で
は
「
九
石
一
土
」
と
言
わ
れ
た
不
毛
な
土
地

を
耕
地
に
変
え
た
と
い
わ
れ
る
。
三
万
人
も
の

人
々
を
動
員
し
た
成
都
と
阿
壩
州
と
を
結
ぶ

「
成
阿
公
路
」
の
開
通
が
地
域
の
発
展
に
寄
与

す
る
な
ど
成
果
を
収
め
た
事
業
も
見
ら
れ
た
と

い
う
。
し
か
し
、
他
の
事
業
は
ど
う
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。「
茂
汶
幸
福
水
路
」（1 ‒102

）
は

人
々
を
幸
福
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

宗
教
に
関
わ
る
シ
ャ
マ
ン
「
シ
ピ
」
に
つ
い

て
、
こ
の
時
期
に
役
割
が
変
化
し
た
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
本
来
、
羊
皮
鼓
舞
を
踊
る
の
は

主
に
シ
ピ
だ
っ
た
の
が
、
一
九
五
〇
年
代
以

降
、
そ
れ
は
本
来
の
祭
祀
性
の
も
の
か
ら
娯
楽

性
を
も
っ
た
も
の
に
変
化
し
た
（1 ‒181

）
の

で
あ
り
、
シ
ピ
の
宗
教
活
動
に
制
約
が
生
じ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

な
お
、
伝
統
的
な
生
業
や
文
化
の
変
容
が

映
し
出
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
生

業
に
つ
い
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
に
つ
い

て
偶
耕
か
ら
収
穫
、
脱
穀
に
至
る
一
連
の
作
業

の
過
程
の
写
真
が
あ
る
。
収
穫
さ
れ
大
量
に
積

ま
れ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（1 ‒091

）
か
ら
は
従

来
主
食
で
あ
っ
た
チ
ン
ク
ー
麦
、
ソ
バ
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
に
代
わ
っ
て
そ
れ
が
主
食
に
な
り
始
め

た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
ソ

バ
（1 ‒096

・099

）
等
と
併
用
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
は
食
料
自
給

を
可
能
に
し
た
（2 ‒012

）。
ま
た
、
サ
ン
シ
ョ

ウ
（1 ‒107

）、
リ
ン
ゴ
（1 ‒108

）
な
ど
商
品

作
物
の
導
入
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
導
入

さ
れ
て
間
も
な
く
、
後
に
一
九
八
〇
年
代
以
降

に
安
定
し
た
生
産
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

後
に
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
狩
猟
は

ま
だ
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
一
九
七
〇
年
代

以
降
野
生
動
物
保
護
の
法
規
が
制
定
さ
れ
る
ま

で
は
チ
ャ
ン
族
の
家
庭
経
済
の
中
で
重
要
な

地
位
を
占
め
て
い
た
（1 ‒112

）。
輸
送
手
段

は
、
馬
に
よ
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
（1 ‒025

）、
馬

車
（1 ‒022

）、
人
力
で
背
負
う
方
式
（1 ‒026

〜028

）
が
と
ら
れ
て
い
た
。
と
く
に
馬
は
交

通
や
農
作
業
に
お
け
る
物
資
の
運
搬
手
段
と
し

て
活
躍
し
た
（1 ‒120

・121

）。
服
飾
に
つ
い

て
、
か
つ
て
自
家
製
の
麻
布
の
長
衣
を
着
用
し

た
が
、
こ
の
時
期
に
綿
布
に
変
化
し
た
よ
う
で

あ
る
。
写
真
で
は
麻
布
衣
服
の
ほ
か
綿
布
の
長

衣
、
内
に
麻
布
の
長
衣
、
外
に
羊
毛
製
の
長
い

ベ
ス
ト
を
羽
織
っ
た
男
性
、
狩
人
の
姿
、
ラ
マ
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僧
の
服
〉
1
〈

装
な
ど
多
様
で
あ
る
。
女
性
の
服
飾
に

は
漢
族
の
服
装
を
し
た
若
い
女
性
の
姿
が
見

え
、
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ

る
。
民
族
衣
装
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
は
日

常
着
で
は
な
く
ハ
レ
の
衣
装
と
な
る
が
、
こ
の

時
期
は
平
時
に
も
着
用
し
て
い
た
よ
う
で
、
学

校
の
児
童
の
衣
服
に
も
そ
れ
が
見
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
当
時
、
変
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、
新

旧
の
双
方
の
要
素
が
併
存
し
て
い
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。

　

第
一
章
で
は
政
治
性
が
濃
厚
で
は
あ
る
が
、

生
業
や
服
飾
な
ど
に
よ
っ
て
当
時
の
生
活
と
そ

の
変
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
民
族
誌
と
し
て
の
体
裁
を
保
っ
て
い

る
。
ま
た
こ
の
時
期
、
一
民
族
の
写
真
が
二
〇

〇
葉
を
超
え
る
ほ
ど
ま
と
ま
っ
て
公
開
さ
れ
る

の
は
初
め
て
で
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
も
貴
重
で

あ
る
。

　

⑵　

一
九
八
〇
年
代
以
後
の
物
質
文
化
・
精

神
文
化

　

第
二
章
で
は
「
暮
ら
し
の
姿
」
と
し
て
、
生

業
、
家
屋
、
飲
食
、
服
飾
な
ど
が
扱
わ
れ
て

い
る
。
伝
統
的
な
要
素
が
残
る
と
と
も
に
、

変
化
が
生
起
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ

る
。
生
業
に
つ
い
て
、
牛
に
よ
る
「
偶
耕
」

（2 ‒010

）、
麻
の
栽
培
（2 ‒015

）、
麻
布
を
織

る
作
業
（2 ‒019

・020

）、
ヤ
ギ
の
毛
か
ら
糸

を
撚
る
作
業
（2 ‒023

）
な
ど
伝
統
が
見
ら
れ

る
。
一
九
九
四
年
当
時
は
ど
の
家
庭
で
も
麻
を

栽
培
し
衣
料
を
自
給
し
た
が
、
近
年
、
麻
を
栽

培
し
て
布
を
作
る
こ
と
は
稀
で
、
民
族
衣
装
は

県
城
で
洋
布
を
買
っ
て
母
親
が
作
る
か
既
製
品

を
購
入
す
る
と
い
う
（2 ‒019

・020

）。
ヤ
ギ

の
飼
養
に
つ
い
て
、
改
革
開
放
後
に
出
稼
ぎ
が

収
入
の
柱
に
な
る
と
ヤ
ギ
は
激
減
し
、
多
く
の

家
庭
で
人
手
不
足
に
な
り
、
安
価
で
便
利
な
衣

服
や
肥
料
を
購
入
す
る
よ
う
に
な
り
ヤ
ギ
を
売

り
払
う
よ
う
に
な
っ
た
（2 ‒021

・022

）。
そ

し
て
養
豚
を
政
府
が
奨
励
す
る
よ
う
に
な
っ

た
（2 ‒024
）。
出
稼
ぎ
の
流
行
に
よ
っ
て
農
業

の
在
り
方
が
大
き
く
変
化
し
た
。
二
〇
〇
二
年

当
時
、
若
者
や
壮
年
男
性
の
ほ
と
ん
ど
が
農
閑

期
に
出
稼
ぎ
へ
行
く
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
農

作
業
や
家
畜
の
飼
育
は
残
っ
た
女
た
ち
が
行
う

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
出
稼
ぎ
で
現
金
収
入

を
得
る
よ
う
に
な
る
と
主
食
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

か
ら
購
入
し
た
米
に
か
わ
っ
た
。
米
は
か
つ
て

は
ハ
レ
の
日
の
食
物
だ
っ
た
が
日
常
的
な
も
の

に
な
っ
た
（2 ‒067

）。
さ
ら
に
二
〇
〇
二
年
に

車
道
が
開
通
す
る
と
、
ピ
ー
マ
ン
や
キ
ャ
ベ
ツ

な
ど
都
市
向
け
の
ヤ
サ
イ
の
栽
培
が
始
ま
っ

た
。
麻
の
栽
培
や
ヤ
ギ
の
飼
育
の
写
真
が
一
九

八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
前
半
に
集
中
し

て
い
る
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
う
し
た

出
稼
ぎ
の
流
行
と
と
も
に
生
業
に
大
き
な
変
化

が
生
起
す
る
の
は
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
サ
ン
シ
ョ
ウ

（2 ‒027

・028

）
や
タ
バ
コ
（2 ‒032

）
な
ど
の

商
品
作
物
の
栽
培
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

サ
ン
シ
ョ
ウ
に
つ
い
て
は
新
し
い
接
木
法
や
政

府
の
補
助
金
に
よ
っ
て
普
及
し
主
要
な
経
済
作

物
と
な
っ
た
（2 ‒027

・028

）。
輸
送
は
松
岡

﹇2000 : 84 ‒86

﹈
に
よ
る
と
ま
だ
伝
統
的
な
人

力
に
よ
る
荷
担
ぎ
が
残
存
し
て
い
た
が
、
車
道

の
開
通
と
と
も
に
大
量
輸
送
へ
切
り
替
わ
る
過

渡
期
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

家
屋
は
伝
統
的
な
石
積
み
の
家
を
造
る
過

程
（2 ‒051

・052

）
と
工
具
（2 ‒054

）、
多
く

の
石
積
み
家
屋
（2 ‒034

〜045

）、
防
御
用
の

歴
史
的
建
造
物
の
石
碉
（2 ‒055

〜057

）、
さ

ら
に
家
屋
内
部
の
様
子
（2 ‒048

）、
イ
ロ
リ

の
使
用
（2 ‒049

・050

・067

）
な
ど
が
一
節
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を
割
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
家
屋
に
つ
い

て
、
北
川
県
で
は
漢
族
の
影
響
を
多
く
受
容
す

る
な
ど
チ
ャ
ン
族
地
域
で
も
相
違
が
見
ら
れ

た
（2 ‒0
〉
2
〈44

）。
チ
ャ
ン
族
地
域
内
部
の
地
域
差

と
い
う
点
に
つ
い
て
言
え
ば
、
平
武
県
で
は
漢

族
に
「
な
っ
た
」
も
の
が
一
九
八
〇
〜
九
〇
年

代
に
チ
ャ
ン
族
に
「
戻
っ
た
」
た
め
言
語
を
は

じ
め
漢
文
化
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
と
い
う

（3 ‒0

〉
3
〈17

）。
生
活
に
お
け
る
伝
統
に
つ
い
て
、

ブ
タ
肉
を
乾
燥
さ
せ
た
「
猪
膘
」（2 ‒069
）
が

富
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
さ
れ
る
。
神
が
宿
る
依

代
と
し
て
屋
上
に
白
石
を
置
く
伝
統
的
な
習
慣

が
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
こ
と
と
し
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
（2 ‒035

・037

）
が
、
一
九
九
〇
年

代
以
降
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
は
観
光
業

の
発
展
に
よ
っ
て
大
き
く
事
情
が
変
化
す
る
。

二
〇
〇
三
年
以
降
、
阿
壩
蔵
族
羌
族
自
治
州
政

府
が
観
光
業
の
発
展
の
た
め
に
家
屋
に
白
石
を

飾
る
こ
と
を
奨
励
し
（3 ‒004

）、
チ
ャ
ン
族
地

域
全
体
に
増
加
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
理

県
桃
坪
郷
の
碉
房
（2 ‒042

）
が
、
伝
統
的
な

チ
ャ
ン
族
の
暮
ら
し
を
伝
え
る
観
光
地
「
東
方

古
寨
」
と
な
っ
た
と
い
う
。「
羌
寨
レ
ス
ト
ラ

ン
」
の
羌
風
料
理
（2 ‒060

）
か
ら
も
観
光
化

が
窺
わ
れ
る
。「
羌
繍
」
と
呼
ば
れ
る
刺
繍
は

伝
統
的
な
文
化
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
技
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
一
人
前
の
女
性
の
条
件
で

あ
っ
た
（2 ‒080

）
が
、
後
に
観
光
開
発
の
一

環
と
し
て
商
品
化
が
進
み
（2 ‒082

）、
震
災
後

に
は
現
金
収
入
の
重
要
な
手
段
と
な
っ
た
。
服

飾
に
つ
い
て
、
民
族
衣
装
が
ハ
レ
着
と
な
る
と

と
も
に
、
子
供
の
日
常
着
が
商
店
で
買
う
既
製

服
（2 ‒089

）
と
な
り
、
靴
は
安
価
な
運
動
靴

が
普
及
（2 ‒078

）
し
た
。
地
域
に
よ
っ
て
は

ハ
レ
着
さ
え
も
商
店
で
購
入
す
る
画
一
化
さ
れ

た
も
の
に
な
っ
た
（2 ‒100

）。
こ
の
よ
う
に
諸

般
に
わ
た
っ
て
一
九
九
〇
〜
二
〇
〇
〇
年
代
に

大
き
な
変
化
が
生
起
す
る
が
、
写
真
で
は
む
し

ろ
伝
統
的
な
姿
の
ほ
う
が
多
く
映
し
出
さ
れ
て

い
る
。

　

続
く
第
三
章
で
は
「
暮
ら
し
の
心
」
と
し

て
、
祭
山
会
（
汶
川
県
龍
渓
郷
）・
民
間
信
仰

な
ど
の
信
仰
、
羌
年
・
春
節
・
祭
山
会
（
理
県

蒲
渓
郷
）
な
ど
の
年
中
行
事
、
婚
礼
と
生
育
、

葬
礼
が
扱
わ
れ
て
い
る
。「
祭
山
会
」（
ガ
ル
）

に
つ
い
て
は
、
汶
川
県
龍
渓
郷
（3 ‒037

〜
043

）
と
理
県
蒲
渓
郷
（3 ‒072

〜088
）
の
双

方
の
過
程
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず

れ
も
豊
作
祈
願
と
し
て
村
民
た
ち
の
参
加
の
も

と
に
行
わ
れ
、
行
事
に
お
い
て
シ
ピ
が
経
文
を

唱
え
中
心
的
な
役
割
を
占
め
る
。
ヤ
ギ
の
供
犠

を
と
も
な
う
。
両
者
を
比
べ
る
と
、
地
域
性
や

行
事
が
行
わ
れ
た
時
期
の
違
い
も
あ
ろ
う
が
、

松
岡
氏
が
観
察
し
た
後
者
の
ほ
う
が
詳
し
い
。

祖
先
の
移
住
史
を
演
じ
（3 ‒083

〜085

）、
シ

ピ
に
率
い
ら
れ
て
集
落
の
境
界
を
廻
る
行
為
は

前
者
に
は
見
ら
れ
な
い
。
集
落
の
境
界
を
廻
る

行
為
に
つ
い
て
、﹇
松
岡 2000 : 233

﹈
で
は
、

こ
の
行
事
が
豊
作
祈
願
の
ほ
か
地
域
集
団
へ
の

帰
属
と
団
結
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
出
稼

ぎ
な
ど
に
よ
る
生
活
圏
の
変
化
が
推
測
さ
れ
る

の
で
、
前
者
の
行
事
の
取
材
が
行
わ
れ
た
二
〇

〇
五
、六
年
に
は
変
化
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
前
者
の
祭
山
会
は
伝
統
的
に
は
チ
ャ
ン

族
の
新
年
で
あ
る
農
暦
一
〇
月
一
日
の
前
日
か

ら
新
年
に
か
け
て
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、

写
真
は
二
〇
〇
五
年
は
八
月
、
二
〇
〇
六
年
は

七
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
ズ
レ
は

漢
族
的
な
春
節
の
受
容
の
影
響
な
の
だ
ろ
う

か
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
伝
統
的
な
民
族
文
化
資
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源
と
し
て
注
目
さ
れ
復
活
す
る
（3 ‒030

）
過

程
に
お
い
て
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

点
に
つ
い
て
補
足
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
理
県
蒲
渓
郷
の
「
羌
年
」の
過
程
（3 ‒051

〜 058

）
と
と
も
に
、
儀
礼
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
が
写
真
で
示
さ
れ
て
い
る
点
は
、
わ
か
り
や

す
く
、
写
真
に
よ
る
説
明
が
有
効
で
あ
る
。
理

県
蒲
渓
郷
の
ガ
ル
は
四
〇
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た

も
の
で
、
そ
の
詳
細
な
過
程
は
﹇
松
岡 2000 : 

223 ‒235

﹈
に
記
載
が
あ
る
。
さ
ら
に
女
性
の

祝
日
「
瓦
爾
俄
足
」（
ワ
ル
オ
ズ
）、
婚
礼
・
生

育
・
葬
礼
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
葬

礼
（
火
葬
）
の
過
程
は
詳
細
で
あ
る
。
蛇
足
な

が
ら
写
真
に
は
シ
ピ
が
見
え
な
い
が
、
そ
の
こ

と
は
死
者
が
六
〇
歳
以
下
だ
か
ら
な
の
だ
ろ
う

か
、
あ
る
い
は
シ
ピ
が
登
場
す
る
汶
川
県
龍
渓

郷
の
そ
れ
﹇
松
岡 2000 : 125 ‒134

﹈
と
は
地

域
的
な
相
違
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、

補
足
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
火
葬
は

チ
ャ
ン
族
伝
統
の
葬
法
で
あ
る
が
、
清
代
中
期

以
降
、
漢
族
の
影
響
を
受
容
し
て
土
葬
を
行

う
地
域
の
ほ
う
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

（3 ‒149

〜151

）。

　

二
章
・
三
章
は
政
治
性
か
ら
離
れ
て
、
庶
民

の
暮
ら
し
や
信
仰
が
写
真
と
そ
の
解
説
を
通
じ

て
細
部
に
わ
た
る
ま
で
徹
底
し
て
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
民
族
誌
と
し
て
充
実
し
た
仕
上
が
り
に

な
っ
て
い
る
。

　

⑶　

震
災
後
の
状
況
と
復
興

　

前
掲
の
よ
う
に
大
地
震
の
た
め
チ
ャ
ン
族
の

主
要
居
住
区
で
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
第

四
章
で
は
各
地
の
災
害
と
復
興
の
状
況
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
壊
滅
し
た
北
川
県
城

（4 ‒081

〜086

）
や
汶
川
県
蘿
卜
寨
（4 ‒002

・

006

〜009

）
な
ど
、
地
震
の
惨
状
が
一
見
し

て
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に
復
興
の
状
況
に
つ

い
て
、
き
れ
い
に
新
築
さ
れ
た
家
屋
や
学
校

の
様
子
を
写
し
た
写
真
が
多
く
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
中
に
は
村
ご
と
再
建
さ
れ
た
例
も
あ

る
（4 ‒041
）。
解
説
で
は
具
体
的
な
被
害
の
状

況
と
復
興
の
現
状
、
復
興
計
画
が
記
さ
れ
て
い

る
。
中
に
は
国
家
の
政
策
で
一
九
の
省
市
の

「
対
口
支
援
」
を
受
け
て
の
復
興
の
紹
介
も
あ

る
（4 ‒021

）。
第
三
に
文
化
の
創
出
が
挙
げ
ら

れ
る
。
北
川
羌
族
自
治
県
に
お
い
て
、
屋
根
に

白
石
を
模
し
た
セ
メ
ン
ト
製
の
飾
り
を
置
い
た

家
屋
（4 ‒094

）
や
レ
ス
ト
ラ
ン
（4 ‒099
）、

さ
ら
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
碉
楼
が
建
て
ら

れ
吉
那
羌
寨
と
名
づ
け
ら
れ
た
復
興
モ
デ
ル
村

の
姿
（4 ‒092

）
な
ど
、
観
光
用
に
羌
族
文
化

を
強
調
す
る
た
め
の
場
面
が
登
場
す
〉
4
〈

る
。「
羌

文
化
」
の
特
色
を
強
調
す
る
再
建
方
法
は
茂
県

に
も
見
ら
れ
る
（4 ‒068

・070

・071

）
が
、

復
興
が
観
光
開
発
と
い
う
政
策
が
ら
み
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
新
築
さ
れ
た
建
築
物
の

紹
介
と
と
も
に
、被
災
後
の
暮
ら
し（4 ‒102

）、

テ
ン
ト
生
活（4 ‒026

・103

）、板
屋
で
の
生
活

（4 ‒055

）、
壊
滅
し
た
な
か
で
も
農
作
業
に
は

げ
む
人
々
（4 ‒014

・017

〜020

・027

）、
刺

繍
で
現
金
収
入
を
得
る
女
性
た
ち
（4 ‒028

・

052

）
な
ど
人
々
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
写
真
に
よ
っ
て
、
政
府

に
よ
る
復
興
の
宣
伝
に
偏
ら
ず
、
民
族
誌
と
し

て
の
体
裁
が
保
た
れ
て
い
る
。

　

本
章
は
二
章
・
三
章
と
違
っ
て
人
々
の
暮
ら

し
に
つ
い
て
は
そ
の
一
部
し
か
わ
か
ら
な
い
。

当
然
、
震
災
と
復
興
と
い
う
主
題
ゆ
え
に
、
そ

れ
ま
で
の
部
分
と
は
内
容
が
異
っ
て
く
る
が
、

し
か
し
シ
ピ
の
関
係
す
る
行
事
や
ハ
レ
の
行
事

に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
シ
ピ
は
高
齢
化
し

て
い
る
そ
う
だ
が
、
冠
婚
葬
祭
の
様
子
は
ど
う
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で
あ
る
の
か
、
そ
の
際
に
シ
ピ
は
登
場
す
る
の

か
、
祭
山
会
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
関
心
が
湧
い
て
く
る
。
中
国
側
と
し
て

は
復
興
の
順
調
な
進
展
を
主
張
し
た
い
思
惑
が

あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
震
災
は
チ
ャ
ン
族
の
衣

食
住
や
生
業
・
行
事
ま
で
を
変
え
た
の
だ
ろ
う

か
。
と
す
れ
ば
何
を
ど
こ
ま
で
変
え
た
の
だ
ろ

う
か
。
復
興
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
な
か

で
、
そ
う
し
た
取
材
に
は
制
約
が
あ
ろ
う
が
、

中
国
側
は
こ
う
し
た
点
に
も
ふ
れ
て
ほ
し
か
っ

た
。
現
在
の
中
国
に
お
い
て
政
府
の
支
援
な
し

で
は
復
興
が
容
易
に
進
展
し
な
い
し
、
国
家
と

の
関
わ
り
そ
れ
自
体
も
民
族
誌
の
一
部
で
は
あ

る
が
、
震
災
を
越
え
て
現
地
で
生
き
る
人
々
の

姿
の
記
録
を
多
く
伝
え
て
ほ
し
か
っ
た
。
松
岡

氏
は
撮
影
者
が
何
を
写
し
、
何
を
写
さ
な
か
っ

た
の
か
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
が
反
映
さ
れ

る
と
い
う
が
、
こ
こ
に
こ
う
し
た
中
日
双
方
の

姿
勢
の
相
違
の
一
端
が
現
れ
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
〉
5
〈

る
。

お
わ
り
に

　

何
が
変
化
し
、
何
が
変
化
し
な
か
っ
た
の

か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
数
十

年
の
時
間
に
お
け
る
変
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

写
真
は
映
し
出
し
て
い
る
。
松
岡
氏
に
よ
る

と
、
記
録
写
真
は
、
記
憶
や
事
実
を
伝
え
る
た

め
の
有
効
な
表
象
手
段
で
、
撮
影
者
の
意
図
を

超
え
て
読
者
に
多
く
の
こ
と
を
語
り
か
け
る
も

の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
写
真
で
あ
っ
て
も
意
図

的
に
写
さ
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
選
ば
な

か
っ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
写
真
の
操
作

の
仕
方
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
文
字
媒
体
に
よ

る
も
の
よ
り
も
説
得
的
だ
と
は
限
ら
な
い
。
し

か
し
、
本
書
は
（
中
国
的
手
法
、
政
治
性
が
垣

間
見
ら
れ
る
も
の
の
）
写
真
と
そ
の
解
説
に
よ

る
民
族
誌
と
い
う
点
で
は
成
功
し
て
い
る
。
一

九
五
〇
〜
六
〇
年
代
に
つ
い
て
一
民
族
の
写
真

が
ま
と
ま
っ
て
紹
介
さ
れ
る
の
は
初
め
て
で
あ

る
し
、
一
九
八
〇
〜
九
〇
年
代
に
つ
い
て
チ
ャ

ン
族
の
暮
ら
し
が
克
明
に
記
録
さ
れ
た
点
で
た

い
へ
ん
貴
重
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
松
岡
氏
が
、
人
々
の
暮
ら

し
の
細
部
に
ま
で
行
き
届
い
た
記
録
写
真
を
残

し
て
い
る
こ
と
に
は
瞠
目
を
禁
じ
得
な
い
。
水

汲
み
（2 ‒025

）、
薪
集
め
（2 ‒026
）、
日
常
の

食
事
（2 ‒058

）
か
ら
、
家
畜
の
飼
料
の
作
り

方
や
回
数
（2 ‒024

）、
イ
ロ
リ
の
鉄
三
脚
の
意

味
や
白
石
か
ら
の
変
化
（2 ‒074

）、
分
家
の
際

の
そ
の
分
与
（2 ‒074

）、
さ
ら
に
は
喫
煙
の
仕

方
（2 ‒032

）
等
、
氏
の
観
察
眼
の
鋭
敏
さ
が

随
所
に
現
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
写
真
に
映
し
出
さ
れ
た
人
物
は
と

く
に
二
章
・
三
章
を
中
心
と
し
て
、
生
命
力
が

旺
盛
で
、
前
途
の
希
望
に
満
ち
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。
シ
ピ
で
さ
え
も
祭
山
会
や
ワ
ル

オ
ズ
儀
礼
（3 ‒098

）
で
の
姿
は
躍
動
し
て
い

る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
の
改
革

開
放
以
降
、
経
済
的
に
大
規
模
な
発
展
を
遂
げ

て
二
〇
〇
〇
年
代
に
世
界
の
大
国
に
台
頭
す
る

に
至
る
時
代
は
中
国
の
人
々
が
前
途
に
あ
ふ
れ

る
希
望
と
期
待
を
共
有
し
て
き
た
時
代
で
あ

る
。
人
民
公
社
の
時
期
は
人
々
は
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
受
動
的
な
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、

と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
中
国
の
時
代
の
変
遷
と

と
も
に
生
き
る
人
々
の
姿
を
カ
メ
ラ
は
映
し
出

し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
最
後
に
、
本
書
の
出
版
は
日
中
で
の

共
同
研
究
・
共
同
作
業
を
経
て
は
じ
め
て
可
能

に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
作
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ス
タ
ン
ス
の
違
い
か
ら
困
難
が
と
も
な
い
が
ち

で
あ
る
。
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
本
書
を
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上
梓
す
る
に
至
っ
た
松
岡
氏
や
関
係
各
位
に
敬

意
を
表
し
た
い
。
と
と
も
に
本
書
が
新
し
い
民

族
誌
の
あ
り
方
を
切
り
開
く
も
の
と
し
て
多
く

の
読
者
に
読
ま
れ
、
そ
し
て
写
真
と
解
説
に
よ

る
民
族
誌
の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
高
ま
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。
な
お
、
文
中
で
評

者
に
よ
る
読
み
違
い
、
誤
解
が
あ
れ
ば
、
識
者

の
ご
指
正
を
仰
ぎ
た
〉
6
〈
い
。

注
〈
1
〉 

茂
県
維
城
郷
赤
不
蘇
は
チ
ベ
ッ
ト
族
地
区

に
近
く
、
ラ
マ
僧
の
服
装
（1 ‒047

）
に
見
出

さ
れ
る
よ
う
に
チ
ャ
ン
族
の
一
部
は
そ
の
影
響

を
受
け
て
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
信
仰
す
る
。
チ

ベ
ッ
ト
族
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
で
瑪

瑙
を
並
べ
た
首
飾
り
（2 ‒093

）
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
族
と
の
民
族
間
関
係
の

解
説
に
も
う
少
し
紙
幅
を
割
い
て
も
よ
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

〈
2
〉 

漢
族
の
影
響
は
土
地
廟
な
ど
の
廟
、
道
教

系
の
仮
面
劇
、
屋
内
の
神
棚
の
神
位
に
も
見
出

さ
れ
る
と
い
う
（
三
章
概
説
）。
く
わ
え
て
一

九
三
〇
年
代
以
来
チ
ャ
ン
族
の
伝
統
的
生
業
の

一
つ
で
あ
っ
た
漢
方
薬
材
の
採
集
に
つ
い
て
、

早
期
か
ら
四
川
省
内
の
漢
族
が
多
数
入
山
し
乱

獲
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（2 ‒031

）。

こ
う
し
た
漢
族
の
中
に
は
民
国
期
に
漢
方
薬
材

の
採
取
に
来
て
そ
の
ま
ま
チ
ャ
ン
族
に
婿
入
り

す
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
（3 ‒047

）
と

い
う
。

〈
3
〉 

他
民
族
か
ら
の
影
響
を
理
解
す
る
上
で
、

各
県
の
民
族
別
人
口
比
率
に
関
す
る
情
報
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

〈
4
〉 

こ
の
点
に
つ
い
て
松
岡
氏
は
地
震
の
概
況

や
直
面
す
る
諸
問
題
を
整
理
し
た
上
で
、
民
族

文
化
資
源
の
復
興
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ

の
中
で
李
紹
明
氏
の
発
言
を
引
用
し
、
チ
ャ
ン

族
の
特
色
を
強
調
す
る
た
め
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
碉
楼
を
作
り
新
築
の
家
屋
の
屋
根
に
白
石
を

模
し
た
セ
メ
ン
ト
製
の
飾
り
を
置
く
な
ど
、
民

族
の
伝
統
文
化
か
ら
乖
離
し
た
方
向
へ
向
か
う

こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
（
二
〇
〇
九
年

一
月
一
〇
日
、
国
立
民
族
学
博
物
館
共
同
研
究

会
「
民
族
文
化
資
源
の
生
成
と
変
貌
」
に
お
け

る
口
頭
発
表
）。

〈
5
〉 

新
築
さ
れ
た
建
築
物
や
対
口
支
援
、
文
化

創
出
な
ど
の
政
治
的
な
部
分
が
中
国
側
の
撮
影

で
、
震
災
を
越
え
て
生
き
る
庶
民
の
姿
の
多
く

が
松
岡
氏
の
撮
影
に
よ
る
点
に
端
的
に
現
れ
て

い
る
。

〈
6
〉 

本
書
に
つ
い
て
金
丸
良
子
氏
に
よ
る
要
を

得
た
書
評
が
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
が
欠
落
し

て
い
る
こ
と
の
説
明
が
な
い
こ
と
、「
民
居
」

の
表
記
に
つ
い
て
は
評
者
も
同
様
の
感
想
を
抱

い
た
。
併
せ
て
御
覧
い
た
だ
き
た
い
﹇
金
丸

2010

﹈。
な
お
、「
付
録
」
と
し
て
、「
羌
族
歴

史
年
表
」、「
羌
族
地
区
の
考
古
概
略
」、
基
本

参
考
文
献
、
チ
ャ
ン
族
の
人
口
に
関
す
る
デ
ー

タ
が
資
料
と
し
て
付
け
ら
れ
て
い
る
。「
羌
族

歴
史
年
表
」、「
羌
族
地
区
の
考
古
概
略
」
は

チ
ャ
ン
族
の
歴
史
的
背
景
を
理
解
す
る
た
め
の

資
料
と
し
て
中
国
側
が
提
案
し
た
の
で
あ
ろ
う

が
「
考
古
概
略
」
は
不
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

歴
史
に
つ
い
て
も
殷
周
時
代
の
「
羌
」
と
現
在

の
チ
ャ
ン
族
と
を
説
明
な
し
に
結
び
つ
け
る
こ

と
で
そ
れ
が
既
定
の
事
実
で
あ
る
か
の
よ
う
な

誤
解
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
。
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